
上
条
か
ら
最
も
近
い
茅
葺
伝
建
地
区 

白
馬
村
青
鬼
（
あ
お
に
） 

  

国
が
選
定
す
る
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
）
は
、
本
年
六
月
二
十
日
付
け
で
四

〇
都
道
府
県
・
七
七
市
町
村
・
九
一
地
区
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
う
ち
、
茅
葺
民
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地
区
は
一
〇

ヶ
所
て
い
ど
で
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
。 

 

茅
葺
の
民
家
は
「
山
村
集
落
」
と
い
う
種
別
に
入
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
山
村
集
落
の
す
べ
て
が
茅
葺
集
落
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
川
町
の
赤
沢
の
よ
う
に
、
山

村
集
落
で
あ
り
講
中
宿
で
も
あ
る
と
い
う
特
殊
な
例
も
あ

り
ま
す
し
、
群
馬
県
の
中
之
条
町
六
合
赤
岩
と
い
う
地
区

は
、
山
村
・
養
蚕
集
落
で
、
上
条
地
区
と
共
通
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
茅
葺
の
集
落
と
は
異
な
り
ま
す
。 

 

伝
建
地
区
は
、
武
家
町
や
商
屋
町
、
宿
場
町
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。
街
道
な
ど
の
道
に
沿
っ
て
、
規
則
的
に
建
物

が
軒
を
連
ね
る
風
景
は
、
保
存
の
対
象
と
し
て
古
く
か
ら
注

目
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
規
則
性
と
民
家
の
密
度
が
薄
い
山

村
集
落
は
、
ど
う
し
て
も
民
家
に
し
か
目
が
向
か
ず
、
集
落

が
立
地
す
る
、
よ
り
広
い
環
境
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

周
辺
環
境
に
は
、
集
落
を
支
え
た
工
作
物
な
ど
も
含
ま
れ

ま
す
。
紹
介
す
る
白
馬
村
青
鬼
地
区
は
、
建
築
物
二
九
件
の

小
集
落
で
す
が
、
用
水
路
や
棚
田
を
加
え
た
結
果
、
地
区
面

積
は
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
あ
り
、
同
規
模
集
落
で
あ
る
菅
沼

地
区
（
富
山
県
南
砺
市
）
の
一
三
倍
以
上
で
す
。 

上
条 

報告 
第２８号 

平成２３年９月
 
 

甲州市教育委員会
☎32‐5097 

白
馬
村
青
鬼
（
山
村
集
落
） 

  

所
在
地 

 
 

 
 

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
青
鬼 

 

種
別 

 
 

 
 

 

参
村
集
落 

 

条
例
制
定
年
月
日 

平
成
一
〇
年
六
月
二
五
日 

 

選
定
年
月
日 

 
 

平
成
一
二
年
一
二
月
四
日 

 

地
区
面
積 

 
 

 

約
五
九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 

保
存
物
件
数 

 
 

建
築
物 
 

二
九
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

工
作
物 

二
〇
一
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

環
境
物
件 

 

六
件 

  

白
馬
村
は
、
長
野
県
の
北
西
部
に
位
置
し
ま
す
。
国
道
一
四

八
号
が
村
を
南
北
に
貫
き
、
そ
の
西
側
の
山
の
斜
面
に
は
白
馬

五
竜
・
八
方
尾
根
・
白
馬
岩
岳
な
ど
の
有
名
な
巨
大
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
冬
季
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会

場
に
も
な
り
ま
し
た
。
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

夏
も
避
暑
地
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

 

国
道
の
東
側
は
不
思
議
と
開
発
の
手
が
及
ん
で
な
く
、
山
裾

に
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
青
鬼
地
区
は
、

そ
の
東
側
山
間
部
の
北
部
、
北
側
に
接
す
る
小
谷
村
に
近
い
と

こ
ろ
に
所
在
し
ま
す
。 

 

「
青
鬼
」
の
地
名
の
由
来
は
定 

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
青
鬼
地
区 

の
山
を
挟
ん
だ
東
側
に
は
鬼
無
里 

村
（
き
な
さ
む
ら
）
が
あ
り
、
何 

か
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
い
わ 

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
の
北 

方
に
は
岩
戸
山
が
あ
り
、
そ
の
中 

腹
に
「
お
善
鬼
様
の
岩
屋
」
が
残 

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
信
仰
は
今
で 

も
続
い
て
い
ま
す
。 

 
遠くに北アルプスを望む。 

 

青
鬼
地
区
の
特
徴
は
、
集
落
の
発
展
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
用
水
路
を
エ
リ
ア
に
入
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

 

用
水
路
は
青
鬼
上
堰
と
い
い
、
万
延
・
文
久
年
間
（
一
八
六

〇
～
一
八
六
三
）
に
当
時
の
青
鬼
集
落
二
十
四
戸
に
よ
っ
て
造

ら
れ
、
延
長
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
大
土
木
工
事
で
し

た
。
こ
の
水
路
に
よ
っ
て
、
地
区
に
は
棚
田
が
作
ら
れ
た
と
さ

れ
、
棚
田
に
築
か
れ
た
石
垣
も
、
こ
の
当
時
の
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

建
築
物
二
九
件
の
う
ち
主
屋
建
築
は
一
四
件
で
、
江
戸
時
代

後
期
か
ら
明
治
時
代
後
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
棟

が
や
や
小
さ
い
寄
棟
造
・
茅
葺
で
、
多
く
は
正
面
の
軒
を
切
り

上
げ
て
、
二
階
の
窓
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
ま
す
。
軒
は
総
じ
て

高
く
、
豪
雪
地
帯
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
正
面
の
軒

の
切
り
上
げ
も
、
雪
対
策
に
な
に
か
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
平
入
り
の
壁
面
は
漆
喰
が
塗
ら
れ
、
甲
州
民
家
に

も
あ
る
「
見
せ
貫
（
化
粧
貫
）
」
が
等
間
隔
に
並
べ
ら
れ
、
よ

い
美
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。 

 

集
落
の
中
央
に
は
、
民
家
が
五
軒
並
ん
で
建
っ
て
い
る
場
所 

が
あ
り
、
青
鬼
地
区
を
代 

表
す
る
風
景
と
な
っ
て 

い
ま
す
。 

 

 



 

 

 

青
鬼
地
区
は
、
白
馬
村
の
中
で
も
特
に
ひ
っ
そ
り
と
し
た
地

区
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
の
中
心
地
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
の
に
、
見
学
し
た
と
き
に
は
私
以

外
の
見
学
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
集
落
の
立
地
、
建
築
物
の
数
、
周
辺
環

境
な
ど
、
上
条
集
落
と
共
通
す
る
景
観
を
多
く
有
し
て
い
る
伝

建
地
区
だ
と
思
い
ま
す
。
難
点
は
道
が
細
い
こ
と
で
、
大
型
バ

ス
が
入
ら
ず
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
精
一
杯
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

い
つ
か
ご
案
内
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
三
〇
年
代
の
白
馬
村 

は
、
観
光
産
業
の
発
展
に
伴 

い
、
旅
館
や
民
宿
な
ど
の
近 

代
的
な
建
築
が
進
み
、
昔
な 

が
ら
の
景
観
が
急
激
に
失
わ 

れ
て
い
き
ま
し
た
。
青
鬼
と 

同
じ
よ
う
な
、
東
側
山
中
に 

あ
っ
た
山
村
集
落
も
徐
々
に 

姿
を
消
し
て
い
き
、
青
鬼
地 

区
も
過
疎
化
が
進
み
、
幕
末 

に
二
十
四
戸
あ
っ
た
家
も
昭
和
六
〇
年
代
に
は
十
五
戸
に
減

少
し
ま
し
た
。 

 

現
在
で
は
、
白
馬
村
の
中
で
、
ま
と
ま
っ
た
山
村
集
落
の
形

態
を
残
し
て
い
る
の
は
、
青
鬼
地
区
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

 

平
成
七
・
八
年
に
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
委
託
し
、

大
々
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
白
馬
村
に
残
っ
た
唯
一
の
山
村
集

落
が
再
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
保
存
条
例
制
定
後
の
平
成
十
一
年

に
は
「
青
鬼
集
落
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
鉄
板
で
被
せ
ら
れ
た
屋
根
を
茅
葺
に

戻
す
作
業
は
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 
 

青鬼神社 

集落 

棚田 
青鬼上堰

 
集落の北側に鎮座する青鬼神社。 

 
集落東側に広がる棚田の風景。 

 
５軒の民家が一線に並ぶ風景（上下）。 

 

 
青鬼神社の参道から見下ろした集落。 

 

 
民家の形状（上）と、小路に築かれた石垣（下） 

 
左
の
図
は
、
青
鬼
地
区
の
保
存
区
域
で
す
。
地
区
に
は
西

（
左
側
）
か
ら
入
る
道
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
集
落
が
あ
り
、

集
落
北
側
の
高
い
位
置
に
青
鬼
神
社
が
鎮
座
し
ま
す
。
集
落

の
一
部
に
か
か
り
な
が
ら
、
東
側
に
は
棚
田
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
棚
田
よ
り
西
に
細
長
く
区
域
を
設

定
し
て
い
る
の
は
、
青
鬼
上
堰
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
た
め
で
す
。

 
 

 
 

 

上
堰
は
棚
田
の
手
前

で
分
水
さ
れ
、
広
い
棚

田
と
集
落
を
潤
し
ま

す
。 

 


